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ご意見・ご質問は、TEL 0555－72－4331 (FAX 72－4341)　河口湖フィールドセンターまで

Nature in and around Mount Fuji 

剣丸尾溶岩流の溶岩樹型内で氷筍（ヒョウジュン）の調査を始めました

西湖コウモリ穴で６78頭のコウモリが確認されました

梨ヶ原の猛禽類（２）ハイイロチュウヒとケアシノスリが見られ始めました

ショート・ニュース …………………………………………………………………………………………………………………
○11月７～9日にNHKによる船津胎内神社の取材があり、宮司の中村和行氏に解説をして頂きました。元旦の19時30分
　からBSプレミアムで1月8日に再放送される予定です。
○12月15日に環境省生物多様性センターをCOP10大使で、生物多様性に理解の深い歌手のMISIAさんが訪れました。
　当日渡辺通人が河口湖フィールドセンターと自然共生研究室の活動の一部を紹介させていただき、富士山の生物多様
　性の現状に関心を持っていただくことができ、後日御礼の品をお送りいただきました。

　12月広報で富士風穴内で氷筍・氷柱の調査を開始したことをお知らせしましたが、溶岩洞穴
と溶岩樹型での違いを確認するために、河口湖フィールドセンター近くにある剣丸尾溶岩流で
出来た溶岩樹型内で、氷筍やつららの出来方と温度の関係を調べ始めました。溶岩樹型の奥と
中央の地表と天井近く、入り口の地表の５地点で５分おきの温度をロガーを使って連続して調
べています。
　12月12日頃から少しずつ氷筍が出来はじめ、20日現在入り口付近に4個の小さな氷筍とつら
らが（写真）、中央付近に小さな氷筍が数個、奥に氷筍が2個出来ています。外気温と樹型内の各
地点での温度変化が関係して氷筍とつららが出来ると考えられますが、どの位の温度の時に氷
筍が出来るのか細かく観察しようと、5～10分おきのインターバル撮影を行い写真でも記録して
います。
　すぐ近くの場所でも氷筍の出来る時間が違うこと、入口・中央・奥でも早い時期に出来る場所
と寒さが厳しくなってから出来る場所があるなど、予想以上に微妙な温度変化で出来るようです。氷筍の成長を見るのを
楽しみにしながら調査を続けたいと思います。

　西湖コウモリ穴でコウモリ類の越冬調査をして下さっている動物写真家の中川雄三氏
から、12月15日の調査時に、これまで最高の678頭のコウモリ類が確認されたと報告を受
けました。写真は中川雄三さんが撮影された662頭のコキクガシラコウモリの群れで、点
のように見えるのが全てコキクガシラコウモリです。「昔は西湖コウモリ穴には鈴なりに
コウモリの群れがいた」という話を彷彿とさせる素晴らしい光景です。この場所以外に３
頭のコキクガシラコウモリと12頭のキクガシラコウモリ・1頭のウサギコウモリが見られ、
3種計678頭のコウモリ類が確認されたそうです。これ程まで沢山のコキクガシラコウモリ
が確認されたのも、中川さんは東日本大地震の影響かもしれないとおっしゃっています

が、西湖コウモリ穴の環境がコウモリ類の越冬にも良い条件がそろって来ていることの証といえましょう。また、冬季はコ
ウモリ類の越冬のために西湖コウモリ穴を閉鎖して保護してきたことの成果ともいえましょう。

　12月広報で梨ヶ原の猛禽類の様子を報告しましたが、12月に入ってようやくハイイロチ
ュウヒとケアシノスリを確認することができました。特に、ハイイロチュウヒは山梨県レッ
ドデータブックで情報不足とされている種で、様々な図鑑でも「冬鳥として渡来するが数
は少なく、特に雄の成鳥はまれである」とされています。
　写真はハイイロチュウヒの雄成鳥で、きれいな青みがかった灰色をしています。10・11
日には枯れ木や石の上に止まり餌を探す様子と、地表数ｍの場所をV字状に翼を広げて
滑空する様子を見ることが出来ました。
　広大な草原地帯は、夏鳥達の繁殖の場所としてだけでなく、冬鳥達の大切な越冬環境ともなっています。

　2012年も新たな気持ちで、富士河口湖町を中心とした富士山全体の自然保護を目指して調査活動を展開して行き
たいと思います。皆様方の益々のご理解とご協力を宜しくお願いいたします。



富士河口湖富士河口湖富士河口湖広
報23 富士河口湖富士河口湖富士河口湖広
報23

富
士
北
稜
高
校
生
徒
発
表
会

地
域
交
流
事
業
ス
イ
ー
ト
ベ
リ
ー
K
A
T
U
Y
A
M
A

展
覧
会
「
東
日
本
大
震
災
の
記
録
」

家
族
支
援
セ
ミ
ナ
ー
公
開
講
演
会

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園　

平
成
24
年
度
生
徒
募
集
中

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
無
料
講
習
会

国
際
交
流
協
会
主
催　

料
理
教
室

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ
「
ひ
だ
ま
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集
中

■
日
　
時
　
２
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　
　
展
示
発
表
　
午
後
１
時
〜
３
時
55
分

　
　
　
　
　
生
徒
発
表
　
午
後
１
時
45
分
〜
３
時
15
分

■
会
　
場
　
富
士
北
稜
高
校
体
育
館

　
　
　
　
　
（
上
履
き
を
ご
持
参
下
さ
い
）

※

駐
車
場
が
狭
い
た
め
な
る
べ
く
乗
り
合
わ
せ
で
お
願

　
い
し
ま
す
。

●
問
合
先
　
富
士
北
稜
高
校
　 

TEL
２
２-

４
１
６
１

〜
バ
レ
ン
タ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
を
楽
し
め
る

　
　
　
　
　
ス
イ
ー
ツ
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
〜

■
日
　
時
　
２
月
５
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
〜

■
場
　
所
　
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
２
階
調
理
室

■
講
　
師
　
後
藤
照
夫
さ
ん
　
■
参
加
費
　
実
費

■
定
　
員
　
20
名 

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン

■
申
込
受
付
日
　
１
月
30
日
（
月
）
か
ら

●
申
込
・
問
合
先
　TEL
７
２-

１
１
２
９
　
町
役
場
企
画
課
内

　
　
　
　
　
　  

富
士
河
口
湖
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
子
ど
も
の
年
齢
に
関
係
な
く
、
発
達
そ
の
他
ち
ょ
っ

と
気
に
な
る
お
子
さ
ん
を
育
て
て
い
る
親
が
集
ま
り
、

情
報
交
換
を
し
た
り
、
気
さ
く
に
話
を
す
る
場
で
す
。

ま
ず
は
母
親
同
士
一
緒
に
ス
ト
レ
ス
を
発
散
し
て
み
ま

せ
ん
か

■
日
　
時
　
１
月
21
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

　
　
　
　
　
２
月
18
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

■
場
　
所
　
中
央
公
民
館
（
予
定
）

●
問
合
先
　
TEL
０
９
０‐

５
４
４
３‐

５
４
８
５
　
渡
辺

　 

　
　
　
　M

a
il: h
id
a
m
a
ri@
h
in
t1.sa

k
u
ra.n
e.jp

〜
昔
な
が
ら
の
杵
と
臼
で
の
餅
つ
き
〜

　
富
士
五
湖
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ

ク
ク
ラ
ブ
の
ギ
タ
ー
ラ
イ
ブ
演

奏
を
聴
き
な
が
ら
み
ん
な
で
楽

し
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　
ご
近
所
お
誘
い
の
う
え
是
非

お
越
し
下
さ
い
。

■
日
　
時
　
１
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
午
前
11
時
〜

■
場
　
所
　
ス
イ
ー
ト
ベ
リ
ー
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
旧
勝
山
村
役
場
）

●
問
合
先
　
TEL
７
２‐

６
６
８
２
　
渡
辺

■
期
　
間
　
開
催
中
〜
２
月
26
日
ま
で

■
場
　
所
　
「
浜
口
タ
カ
シ
写
真
美
術
館
」

　
　
　
　
　
　
精
進
マ
ウ
ン
ト
ホ
テ
ル
内

　
　
　
　
　
（
富
士
河
口
湖
町
精
進
３
０
１
番
地
）

■
入
場
料
　
無
料
　

●
問
合
先
　
精
進
マ
ウ
ン
ト
ホ
テ
ル
　
TEL
８
７-

２
２
０
０

■
主
催
　
山
梨
県
ス
キ
ー
連
盟
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
部

■
日
程
　
１
月
28
日
　
ふ
じ
て
ん
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト

■
受
付
　
午
後
６
時
　
■
講
習
　
７
時
〜
８
時
30
分

※

級
別
検
定
（
有
料
）
も
あ
り
ま
す
。
８
時
30
分
〜

■
対
象
　
中
学
生
以
上
〜
シ
ニ
ア

■
そ
の
他
　
レ
ッ
ス
ン
は
無
料
で
す
（
リ
フ
ト
代
・
レ

　
　
　
　
　
ン
タ
ル
・
飲
食
代
は
個
人
負
担
と
な
り
ま

　
　
　
　
　
す
。怪
我
事
故
等
の
責
任
は
負
え
ま
せ
ん
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
保
険
や
滑
走
は
各
自
の
責
任
で
お
願
い
し

　
　
　
　
　
ま
す
。
）

■
予
　
約
　
開
催
３
日
前
ま
で
に
メ
ー
ル
で
予
約

●
問
合
先
　
Ｓ
Ａ
Ｙ
教
育
本
部
Ｓ
Ｂ
部
長
　
小
田
勝
美

　
　
　
　
　
TEL
０
５
５
５‐

８
５‐

３
０
９
１
（
ふ
じ
て
ん
）

　
　
　 

　
　E

m
a
il: say

b
o
a
rd
@
sa-y
a
m
a
n
ash
i.o
rg

　 

　
　  

　
　
　

　
山
梨
県
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
概
ね

15
歳
〜
39
歳
ま
で
の
方
の
職
業
的
自
立
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
度
、
家
族
支
援
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
公
開

講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
２
月
４
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
12
時

■
場
　
所
　
山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
リ
バ
ー
ス
和
戸
館
　
視
聴
覚
室

　
　
　
　
　
甲
府
市
川
田
町
５
１
７
番
地

■
講
演
会
　
山
口
勝
弘
氏
（
山
梨
英
和
大
学
教
授
）

「
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
考
え
る
」

■
申
込
方
法
　
事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

■
定
　
員
　
40
名
　
　
■
参
加
費
　
無
料

●
問
合
先
　
山
梨
県
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５‐

２
３
０‐

２
２
３
９

※

講
演
会
終
了
後
、
ピ
ア
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ー
ク
ル
も

　
開
催
し
ま
す
。

◎
広
域
通
信
制
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
高
等
学
校
普
通
科

■
概
　
要
　
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
入
学
可
能
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

　
の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
放
送
を
利
用
し
た
特
色
の
あ

　
る
教
育
課
程
で
、３
年
間
で
高
校
卒
業
資
格
を
取
得
。

　
登
校
は
月
に
１
〜
２
回
。

■
履
修
年
数
　
３
年
（
転
編
入
あ
り
）

■
募
集
対
象
　
中
学
校
を
卒
業
し
た
方
、
ま
た
は
23
年

　
３
月
に
卒
業
見
込
み
の
方
。
高
等
学
校
中
退
者
他
。

※

願
書
受
け
付
け
順
に
書
類
選
考
と
面
接
を
行
い
ま
す
。

■
受
付
期
間
　
１
月
18
日
〜
４
月
20
日
（
必
着
）

◎
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
専
攻

■
概
　
要
　
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
入
学
可
能
。
誰
も
が

　
住
み
や
す
い
地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
、
多
様
な
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放
送
大
学　

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島　

参
加
者
募
集

富
士
吉
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校
【
在
職
者
訓
練
】

小
学
３
年
生
か
ら
高
校
生
の
た
め
の

　
　
　

春
休
み
海
外
派
遣　

参
加
者
募
集

　
生
活
課
題
に
対
し
て
幅
広
い
知
識
を
持
ち
、
自
ら
主

　
体
的
に
適
切
な
支
援
が
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ボ

　
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

■
履
修
年
数
　
６
か
月
〜
２
年

■
募
集
対
象
　
高
等
学
校
卒
業
以
上
、
ま
た
は
同
等
か

　
そ
れ
以
上
の
学
力
の
あ
る
方
。
24
年
３
月
に
卒
業
見

　
込
み
の
方
。
た
だ
し
、
「
教
養
生
」
は
必
要
な
し
。

※

出
願
書
類
に
よ
り
入
学
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

■
受
付
期
間
　
１
月
23
日
〜
３
月
27
日
（
必
着
）

※

案
内
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

◎
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
社
会
福
祉
士
養
成
課
程

■
概
　
要
　
地
域
や
社
会
福
祉
施
設
等
で
、
高
齢
者
や

　
障
害
者
に
対
し
て
福
祉
に
関
す
る
相
談
援
助
を
専
門

　
的
に
行
う
国
家
資
格
で
あ
る
社
会
福
祉
士
の
受
験
資

　
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

■
履
修
年
数
　
１
〜
２
年

■
募
集
対
象

　
一
般
養
成
科
　
大
学
等
を
卒
業
し
た
方

　
短
期
養
成
科
　
福
祉
系
大
学
等
に
お
い
て
基
礎
科
目
を

　
　
　
　
　
　
　
履
修
し
て
卒
業
し
た
方

●
請
求
・
問
合
先
　
TEL
０
４
２-

５
７
２-

３
１
５
１

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　h

ttp
://w
w
w
.n
-g
a
k
u
.jp

　
放
送
大
学
で
は
平
成
24
年
度
第
１
学
期
（
４
月
入
学
）

の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
放
送
を
利
用
し
て

授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を

楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職

業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ

ま
す
。

○
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科
目
か
ら
学
習
す
る
選
科

　
履
修
生
・
科
目
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お
持
ち
の
方
な
ら
、

　
入
学
試
験
は
な
く
、
全
科
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
、

　
４
年
以
上
在
学
し
て
、
１
２
４
単
位
を
修
得
し
卒
業

　
す
る
と
、
学
士
（
教
養
）の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

○
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た
い
方
に
は
「
放
送

　
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
出
願
期
間
　
２
月
29
日
ま
で
。

※

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
放

　
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求
下
さ
い
。

　
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま

　
す
。

●
請
求
・
問
合
先
　
TEL
０
５
５-

２
５
１-

２
２
３
８

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　h

ttp
://w
w
w
.o
uj.ac.jp

　
　
　
　
　
　
　
　

　
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
体
験
を
通
し
て
お
互
い

の
理
解
や
交
流
を
深
め
国
際
性
を
養
う
こ
と
を
目
的
に

海
外
派
遣
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
日
　
程
　
３
月
25
日
〜
４
月
５
日
の
内

　
　
　
　
　
10
〜
12
日
間

■
内
　
容
　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
国
際

　
交
流
、
学
校
体
験
、
地
域
見
学
、
野
外
活
動
な
ど

■
派
遣
先
　
米
国
、
英
国
、
豪
州
、
カ
ナ
ダ
、
ニ
ュ
ー

　
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
フ
ィ
ジ
ー

■
費
　
用
　
29
・
８
万
〜
43
・
８
万
円
別
途
共
通
経
費

●
問
合
先
　
文
部
科
学
省
所
管

　
　
　
　
　
（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会
　

　
　
　
　
　
　
TEL
０
３-

６
４
５
９-
４
６
６
１

　E
m
a
il in
fo
@
k
sk
k
.o
r.jp

　U
R
L

　w
w
w
.k
sk
k
.o
r.jp

　
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、
沖
縄
に
近
い
南
の
島
、

ヨ
ロ
ン
島
の
サ
ン
ゴ
礁
の
海
と
美
し
い
自
然
の
中
で
全

国
か
ら
参
加
す
る
仲
間
と
の
共
同
生
活
や
野
外
活
動
を

通
し
て
、
友
達
作
り
の
楽
し
さ
を
知
り
、
お
互
い
の
理

解
や
交
流
を
深
め
、
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
心
を

養
い
、
外
国
人
小
学
生
と
活
動
を
共
に
し
、
国
際
感
覚

を
身
に
付
け
る
第
一
歩
と
す
る
事
業
を
行
い
ま
す
。

■
日
　
程
　
３
月
27
日
〜
４
月
２
日
（
６
泊
７
日
）

■
内
　
容
　
海
水
浴
、
イ
カ
ダ
作
り
、
ハ
ー
レ
ー
船
大

　
　
　
　
　
会
、サ
ト
ウ
キ
ビ
刈
り
、
洞
窟
探
検
な
ど
。

■
場
　
所
　
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
島

■
対
　
象
　
小
２
〜
６
年
　
２
０
０
名

■
説
明
会
　
２
月
12
日
静
岡
県
、
２
月
19
日
東
京
都
等

●
問
合
先
　
文
部
科
学
省
所
管

　
　
　
　
　
（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
　
　
　
　
　
TEL
０
３-

６
４
５
９-

４
６
６
１
　

　
　
　
　
　
　U

R
L

　w
w
w
.k
sk
k
.o
r.jp

＝
２
級
土
木
施
工
管
理
技
士
受
験
準
備
講
座
＝

■
日
　
時
　
７
月
中
旬
〜
18
日
間
　
午
後
６
時
〜
９
時

■
受
講
料
　
３
０
０
０
０
円
（
訓
練
校
会
員
）

　
　
　
　
　
３
２
０
０
０
円
（
会
員
以
外
）

■
対
象
者
　
２
級
土
木
受
験
資
格
該
当
者

■
締
　
切
　
３
月
16
日

●
申
込
先
　
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

　
　
　
　
　
　
TEL
２
２-

５
２
１
４

　
　
　
　
　
　
　
　

＝
初
心
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
（
第
２
回
）
＝

■
日
　
程
　
３
月
１
日
〜
計
４
日
間 

午
後
６
時
〜
９
時

■
定
　
員
　
20
名
　
　
■
受
講
料
　
２
１
０
０
円

※

既
定
の
用
紙
に
記
入
し
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い

●
問
合
先
　
県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校

　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５
４-

４
３-

８
９
１
１

　
　
　
　
　
　
FAX
０
５
５
４-

４
３-

８
９
１
２



富士河口湖富士河口湖富士河口湖広
報25

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
【
能
力
開
発
講
座
】

歩
行
型
除
雪
機
に
よ
る
事
故
を
防
ご
う

山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会
【
能
力
開
発
講
座
】

＝
電
子
回
路
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
入
門
講
座
＝

■
日
　
程
　
３
月
７
〜
８
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
定
　
員
　
10
名
　
　
■
受
講
料
　
３
３
０
０
円

＝
Ｎ
Ｃ
旋
盤
加
工
技
術
講
座
＝

■
日
　
程
　
３
月
22
〜
23
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
定
　
員
　
10
名
　
　
■
受
講
料
　
３
３
０
０
円

＝
国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
試
験
講
座
＝

■
日
　
程
　
３
月
21
日
〜
３
日
間
　
旅
行
業
法

　
　
　
　
　
３
月
26
日
〜
３
日
間
　
国
内
旅
行
実
務

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
　

■
定
　
員
　
10
名
　
　
■
受
講
料
　
各
４
９
０
０
円

■
場
　
所
　
産
業
技
術
短
期
大
学
校
（
甲
州
市
塩
山
）

●
問
合
先
　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５
３‐

３
２‐

５
２
０
２

　
　
　
　
　
　
　
　

＝
ワ
ー
ド
２
０
０
７
入
門
＝

■
日
　
程
　
２
月
８
日
〜
計
６
日
間
　
午
後
６
〜
９
時

■
受
講
料
　
８
５
０
０
円
会
員 

１
０
５
０
０
円
非
会
員

＝
先
行
管
理
の
手
法
と
運
用
＝

■
日
　
程
　
２
月
９
日
〜
計
６
日
間
　
午
後
６
〜
９
時

■
受
講
料
　
８
０
０
０
円
会
員 

１
０
０
０
０
円
非
会
員

＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
＝

■
日
　
程
　
２
月
22
日
〜
計
６
日
間
　
午
後
６
〜
９
時

■
受
講
料
　
８
５
０
０
円
会
員 

１
０
５
０
０
円
非
会
員

■
場
　
所
　
山
梨
県
立
中
小
企
業
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
甲
府
市
大
津
町
２
１
３
０‐

２

●
問
合
先
　
山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５‐

２
４
３‐

４
９
１
６

　
毎
年
、
雪
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
除
雪
機
に
よ
る
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
除
雪
機
を
使
う
際
に
は
、
使

用
者
の
責
任
に
お
い
て
、
正
し
く
、
安
全
に
作
業
し
ま

し
ょ
う
。

１
　
人
が
い
る
と
き
は
使
わ
な
い
。

　
　
作
業
中
は
ま
わ
り
に
人
を
近
づ
け
な
い
で
下
さ
い
。

２
　
雪
か
き
棒
を
使
っ
て

　
　
雪
つ
ま
り
を
取
り
除
く
時
に
は
、
エ
ン
ジ
ン
を
停

　
　
止
し
必
ず
雪
か
き
棒
を
使
っ
て
下
さ
い
。

３
　
エ
ン
ジ
ン
を
掛
け
た
ま
ま
離
れ
な
い

　
　
作
業
時
以
外
は
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
て
下
さ
い
。

４
　
後
方
注
意

　
　
後
進
す
る
と
き
は
、
足
元
や
障
害
物
に
気
を
付
け

　
　
て
下
さ
い
。

●
問
合
先
　
社
団
法
人
日
本
農
業
機
械
工
業
会

　
　
　
　
　
　
除
雪
機
安
全
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
TEL
０
３‐

３
４
３
３‐

０
４
１
５

　
　
　
　
　
　
　U

R
L

　w
w
w
.jfm

m
a
.o
r.jp

１
月
26
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー
で
す
。

　
毎
年
１
月
26
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー
と
し
て
、
全
国
各
地
で
防
災
訓
練
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭

和
24
年
（
１
９
４
９
）
１
月
26
日
に
奈
良
県
の
法
隆
寺
の
金
堂
が
火
災
に
よ
り
焼
失
し
た
こ
と
を
教
訓
に
、

文
化
財
防
火
デ
ー
の
制
度
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
貴
重
な
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。
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「
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
制
定

　
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た渡

辺
　
和
正

ふじサンサン 富士河口湖町男女共同参画推進委員会

 

「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」
が
公
布
さ
れ
四
半
世
紀
が
経
過
し
、
女

性
が
家
庭
だ
け
に
留
ま
ら
ず
職
場
は
も
と
よ
り
地
域
の
ボ
ラ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
幅
広
く
定
着
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

ま
す
。

　
し
か
し
、
戦
後
男
女
平
等
が
憲
法
に
明
記
さ
れ
、
尚

且
つ
叫
ば
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
「
家
庭
」「
地
域
」「
職

場
」で
は
、
女
性
の
地
位
向
上
を
阻
む
慣
習
な
ど
が
多
く

あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
事
か
ら
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
の
た
め
に
も
、い
く
つ
か
の
法
整
備
も
実
施
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　
富
士
河
口
湖
町
に
お
い
て
も
平
成
十
九
年 

一
人
ひ

と
り
心
豊
か
に
輝
け
る
ま
ち 

 

『
ふ
じ
サ
ン
サ
ン
プ
ラ
ン
』

が
策
定
さ
れ
、
以
来
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
を
中

心
に
こ
れ
を
着
実
に
実
行
す
べ
く
数
々
の
事
案
の
検
討
、

研
修
会
へ
の
積
極
的
参
加
、
他
市
町
村
と
の
意
見
交
換

会
な
ど
推
進
活
動
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
平
成
二
十

三
年
三
月
「
富
士
河
口
湖
町
男
女
共
同
参
画
推
進
条

例
」が
制
定
さ
れ
、
四
月
よ
り
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
去
年

十
二
月
三
日
「
条
例
制
定
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
悪
天
候
に
も
拘
わ
ら
ず
多
く
の
町
民

の
皆
さ
ん
方
に
参
加
を
頂
き
、
推
進
委
員
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
及
び
萩
原
な
つ
子
（
笛
吹
市
出
身
＝
立
教
大
学
教

授
）
に
よ
る
記
念
講
演
『
元
気
な
地
域
を
創
る
！
』
と
題

し
て
身
近
な
事
例
を
引
き
合
い
に
お
話
を
し
て
頂
き
、
興

味
深
く
聴
く
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
機
会
あ
る
ご
と
に
、
啓
発
活
動
を
行
な
い

「
男
女
共
同
参
画
」
と
い
う
こ
と
ば
が
誰
に
も
自
然
に
溶

け
込
め
る
事
が
出
来
る
様
な
町
に
し
た
い
も
の
で
す
。そ

の
た
め
に
は「
家
庭
」「
地
域
」「
職
場
」「
学
校
」に
お
い
て
、

一
人
一
人
が
お
互
い
を
認
め
合
い
、
助
け
合
い
、
協
力
し

あ
う
事
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

”

“

管理課　防災係　℡ ７２-６０１３

 

 Part 59Part 59Part 59
[火災の起こりやすい季節］

 

　これからの時季は空気が乾燥して火災の起こりやすい季節です。暮らしのなかに防火の習慣を身につけましょう。

　また、消防法の改正により住宅用火災警報器の設置が義務付けられています。
海外ではこの警報器によって住宅火災による死者が大幅に減少した結果が出ています。
設置していない家庭は設置しましょう。

強風時や空気が乾燥している時は避ける。
そばに消火用具を用意し、消火を十分確認する。

調理中はコンロから離れない。
コンロのそばに燃えやすい物を置かない。

寝たばこはしない。
火のついたままのたばこを灰皿に入れたまま席を外さない。

ストーブで洗濯物を乾かすなど、そばに燃えやすい物を置かない。
消火を十分に確認する。

ライターやマッチなどを子供の手の届く場所に置かない。
日頃から子供に火の恐ろしさを話し、火気の扱いについて理解させる。

たこ足配線をしない。
コード周りにほこりをためないようにしておく。

野焼き

コンロ

たばこ

ストーブ

火遊び

電気の配線

◆寝室　◆階段上部（２階以上に寝室がある場合）　
◆１階の廊下（１階でも４畳半以上の部屋が５つ以上ある場合）

義務付けられている箇所
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「
東
日
本
大
震
災
」の
被
災
地
に

対
し
て
、町
内
の
多
く
の
方
か
ら

引
き
続
き
心
温
か
い
義
援
金
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

義
援
金
は
、前
回
分
か
ら
12
月

12
日
現
在
で
、『
十
二
万
六
千
八
百

五
十
五
円
」と
な
り
中
央
共
同
募

金
会
及
び
、日
本
赤
十
字
社
を
通

し
て
、被
災
地
の
皆
さ
ん
に
送
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　

町
を
通
し
て
、次
の
方
々
か
ら

義
援
金
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、直
接
募
金
箱
へ
の
募
金

や
他
の
義
援
金
窓
口
を
通
し
て
も
、

多
く
の
方
々
か
ら
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

町
並
び
に
、町
社
協
で
は
、今
後

も
継
続
し
て
、義
援
金
の
受
付
を

し
て
お
り
ま
す
。

義
援
金
協
力
者
名
　
順
不
同
、
敬
称
省
略

◎
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
　
日
本
国
際
ふ
れ
あ
い
協
会

◎
長
浜
ふ
る
さ
と
祭
り

◎
ウ
ィ
ス
テ
リ
ア

◎
河
口
湖

　
　ス
ク
エ
ア
ラ
ン
ス
ク
ラ
ブ

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
心
身
障
害
児

者
や
そ
の
家
族
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が

交
流
を
図
れ
る
場
と
し
て
、
年
１
回
交
流
の

集
い
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
日
本
赤
十
字
社
山
梨
県
支
部
よ

り
講
師
を
招
き
、「
災
害
時
の
応
急
手
当

に
つ
い
て
学
ぶ（
三
角
巾

編
）」の
講
義
、実
演
を
し

て
い
た
だ
き
、今
後
の
生

活
に
役
立
て
て
い
く
内

容
で
す
。

開
催
日
時…
平
成
23
年
２
月
16
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

開
催
場
所…
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
２
階

対
象
者…

町
内
在
住
の
身
体
障
害
者
手
帳

　
　
　
　

並
び
療
育
手
帳
保
持
者
と
そ
の

　
　
　
　

家
族
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

申
込
み…

２
月
２
日(

木)

ま
で
に

　

町
社
協
事
務
局
へ(

TEL
７
２‐
１
４
３
０)

　

忍
野
村
を
主
催
地
と
し
て
、平
成
24
年
２

月
24
日
〜
27
日
に
、忍
野
村
写
真
絵
手
紙
美

術
館
に
て
富
士
北
麓
高
齢
者
作
品
展
を
開

催
し
ま
す
。そ
こ
で
、60
歳
以
上
で
ア
マ
チ

ュ
ア
の
方
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

出
品
の
申
込
み
は
、１

月
30
日（
月
）ま
で
に
、老

人
ク
ラ
ブ
会
員
は
、所
属

す
る
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
へ
、

会
員
以
外
は
、町
老
連
事

務
局(

町
社
協
）へ
お
願
い

し
ま
す
。な
お
、出
品
さ
れ

る
方
は
、出
品
種
目
、作
品
規
格
な
ど
詳
細

が
あ
り
ま
す
の
で
事
務
局
に
お
問
合
わ
せ

下
さ
い
。

　

町
社
協
事
務
局
へ(

TEL
７
２‐

１
４
３
０)

◇
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
さ
れ
た
個

　
人
は
、寄
付
金
税
額
控
除
を
受
け
る
こ
と

　
が
で
き
ま
す
。

　

所
得
税
の
控
除
対
象
寄
付
金
の
う
ち
、都

道
府
県
又
は
、市
町
村
条
例
で
定
め
る
も
の

を
個
人
住
民
税
の
税
額
控
除
の
対
象
と
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

県
で
は
知
事
の
指
定
す
る
法
人
又
は
団

体
に
個
人
が
寄
付
を
行
っ
た
場
合
、従
来
の

所
得
税
に
加
え
て
、寄
付
者
の
個
人
県
民
税

の
一
定
額
が
税
額
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

・
平
成
24
年
度
課
税
分
の
個
人
県
民
税
か
ら

　

税
額
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
平
成
23
年
１
月
１
日
以
降
に
支
払
っ
た
寄

　

付
金
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
。

◎
個
人
住
民
税
の
寄
付
金
税
額
控
除
を
受

　

け
る
た
め
に
は
、確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

◎
確
定
申
告
を
行
う
に
は
、寄
付
を
し
た
際

　

に
受
け
取
っ
た
寄
付
金
受
領
証
明
書
を

　

添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、大
切

　

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　

町
社
協
事
務
局
へ(

TEL
７
２‐

１
４
３
０)

　
　

　

64
回
目
を
迎
え
た
赤
い
羽
根
募
金
、歳
末

助
け
合
い
運
動
は
12
月
末
日
ま
で
行
わ
れ
、

区
会
・
自
治
会
・
企
業
・
自
営
業
者
・
学
校
・

民
生
委
員
等
多
く
の
皆
様
か
ら
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

社
協
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
は
、税
制
上
の
優
遇
措

置
が
あ
り
ま
す
。所
得
税
、法
人
税
、個
人
住
民
税

が
対
象
。（※

所
定
の
領
収
書
が
必
要
）

 

『
東
日
本
大
震
災
』義
援
金
の
ご
協
力

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

『
東
日
本
大
震
災
』義
援
金
の
ご
協
力

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

『
東
日
本
大
震
災
』義
援
金
の
ご
協
力

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

参
加
者
募
集

「
心
身
障
害
児
者
交
流
の
集
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　

を
開
催
し
ま
す

〜
災
害
時
の
応
急
手
当
を
学
ぶ
〜

〜
災
害
時
の
応
急
手
当
を
学
ぶ
〜

〜
災
害
時
の
応
急
手
当
を
学
ぶ
〜

60
歳
以
上
で
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方
、

　
　
　

出
品
作
品
を
募
集
し
ま
す

富
士
北
麓
高
齢
者
作
品
展

富
士
北
麓
高
齢
者
作
品
展

富
士
北
麓
高
齢
者
作
品
展

助
け
合
い
運
動
の

　
　
　

ご
協
力
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

個
人
住
民
税
の

　
　

寄
付
金
税
額
控
除
に
つ
い
て

　新
年
明
け
ま
し
て

　　　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　　町
社
協
で
は
、誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
共
に
支
え
、助
け
合
い
な
が
ら
、安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
住
民
の
皆
様

と
と
も
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　　本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

義援金総額 14,792,803円（H23.12.12現在）


